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第 1 章では、剛直な鋳型としてナフタレンに着目し、この 1,8-位に二種類のモノマー (A: メタク
リレート;  B: アクリレート) を、切断可能なエステル結合を介して導入している。鋳型単位の設計
に加えて、重合系を設計することでモノマー分子間の架橋反応を抑制し、選択的な連続環化生長
(A→B)を制御した。さらに、得られた高分子のエステル結合を加水分解してテンプレート部位を除去
し、狙いの AB 交互配列が制御されていることを確認している。 
第 2 章では、機能性官能基のより複雑な配列への制御を目指し、金属錯体を利用した
テンプレートを設計している。パラジウム錯体テンプレート上に 4-アミノメチルスチレ
ン (A)と 4-ビニルピリジン (B)を ABA 配列で導入し、テンプレート上での生長順序を制御
することで、選択的ダブル環化生長 (A→B→A)に成功している。また、重合後に金属配
位部を切断してテンプレートを除去し、狙いの ABA 配列の制御を 13C NMR 測定により
確認している。 
 
氏 名 日比 裕理 
第 2 編 (第 3 章 )では、アミノ酸の側鎖にリンカーを介して、ラジカル重合開始点とビ
ニルモノマーを配置した分子を設計・合成し、新たな配列制御法を提案している。すな




















第 5 章では、4 章の切断基の直交性に非対称性（異なる切断反応の導入）を加えた
分子設計を行い、生長末端に沿ってリンカーが二足歩行しながら、付加とモノマーの
選択導入を繰り返して、分子内の一分子付加を制御しうる鋳型分子を実現している。 
 
 
